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当協会職員が「第 61次南極地域観測隊」に選抜決定 
出発を前に、大野元裕・埼玉県知事を表敬訪問します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南極・セールロンダーネ山地（写真提供：国立極地研究所 伊村智教授） 

 

このたび、(公財)埼玉県生態系保護協会の所属職員が「第 61 次南極地域観測隊」に選抜され、

2020 年 1月より約 1か月半に渡り、隊員として任務を遂行します。 

出発を前に、裏面のとおり、大野元裕・埼玉県知事を表敬訪問いたしますので、当日の取材及び

貴媒体でご紹介いただきますよう、お願い申し上げます。 

  

≪同時発表≫

埼玉県政記者クラブ

環境省（環境問題研究会、環境記者会）

お問い合わせ（事務局） 

〒330-0802 

埼玉県さいたま市大宮区宮町 1-103-1 YK ビル 5F

【TEL】048-645-0570 ／ 【FAX】048-647-1500 
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【 日  時 】12 月 17 日（火）11時 45 分頃より 

 

【 場  所 】埼玉県庁 知事室 

 

【表敬訪問者】池谷 奉文（会長、代表理事） 

       田留 健介（埼玉県自然学習センター・主任指導員） 

※当協会が指定管理者として、埼玉県自然学習センター・北本自然観察公園

（埼玉県北本市）の管理を行っています。 

 

【 担当任務 】 

調査対象地は、昭和基地から西に約 600ｋｍ離れたセールロンダーネ山地です。5～6 億

年前の大陸衝突時にできた岩山で、四国ほどの広さがあります。当地には無数の地衣類・コ

ケ類が生育していると考えられますが、生物調査はあまり進んでおらず、日本隊による 30

年ぶりの試みとなります。 

当該職員は、南極大陸の生物の多様性調査として、地衣類・コケ類のサンプリングに携わ

ります。厳しい極限の環境下で、どんな生きものが、どのように生育しているかの研究を通

じて、地球規模の環境問題や生物の多様性について、県民をはじめ多くの方に関心を持って

いただき、持続可能な社会をつくることに貢献することを使命と考えています。 

 

以上 

 

 

 

＊当協会は、自然と伝統が共存する美しい埼玉県を目指して事業を展開してまいりますので、今後とも、

ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 


